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「健全化法」で新たな合理化？

許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許
ささささささささささささささささささささささささささささささささささささ
なななななななななななななななななななななななななななななななななななな
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

総
務
省
は
１２
月
２８
日
、「
地
方
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
の
も
と
に
規
定
さ
れ

る
財
政
指
標
の
算
定
式
、
財
政
健
全
化
基
準
等
を
内
容
と
す
る
政
令
を
公
布
し
た
。
自

治
体
財
政
の
健
全
化
は
当
然
必
要
だ
が
、
財
政
指
標
の
み
を
基
準
に
公
共
サ
ー
ビ
ス
水

準
の
低
下
や
労
働
条
件
の
切
り
下
げ
な
ど
職
員
に
転
嫁
す
る
こ
と
は
容
認
で
き
な
い
。

賃
金
合
理
化
や
各
種
サ
ー
ビ

ス
の
削
減
が
顕
著

道
内
自
治
体
は
、
数
年
前

か
ら
交
付
税
削
減
や
税
収
減

な
ど
に
よ
り
厳
し
い
財
政
状

況
に
陥
っ
て
い
る
。
そ
の
中

で
、
自
治
体
職
員
の
賃
金
合

理
化
が
５
年
ほ
ど
前
か
ら
広

が
り
、
現
在
で
は
約
７
割
の

自
治
体
で
何
ら
か
の
賃
金
合

理
化
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
歳
出
削
減
に
と
も
な
う

各
種
サ
ー
ビ
ス
の
削
減
で
現

業
・
福
祉
部
門
の
委
託
・
民

営
化
・
施
設
譲
渡
な
ど
が
進

め
ら
れ
、
退
職
者
不
補
充
・

新
規
採
用
の
停
止
、
分
限
解

雇
・
民
間
へ
の
移
管
な
ど
が

顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

新
法
で
新
た
な
合
理
化
？

ま
た
、
夕
張
市
の
財
政
破

綻
を
き
っ
か
け
に
自
治
体
財

政
問
題
が
注
目
さ
れ
、
新
た

な
自
治
体
財
政
健
全
化
対
策

と
し
て
「
財
政
健
全
化
法
」

が
昨
年
６
月
成
立
し
た
。

現
在
、
総
務
省
に
お
い
て

具
体
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
こ
の
法
律
の
成
立
に
よ

り
自
治
体
の
不
安
が
広
が
り

新
た
な
合
理
化
が
続
出
す
る

可
能
性
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
公
会
計
改
革
が

進
め
ら
れ
、
都
道
府
県
・
人

口
３
万
人
以
上
の
都
市
は
３

年
後
ま
で
に
、
町
村
・
人
口

３
万
人
以
下
の
都
市
は
５
年

後
ま
で
に
４
表
（
貸
借
対
照

表
、
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
、

資
金
収
支
計
算
書
、
純
資
産

変
動
計
算
書
）」
の
整
備
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
公
会
計
改

革
に
と
も
な
う
４
表
の
整
備

は
財
政
健
全
化
法
に
よ
る
４

指
標
に
結
び
つ
い
て
お
り
、

こ
れ
ら
に
対
す
る
理
解
を
深

め
る
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

当
局
に
具
体
的
対
策
求
め
る

新
法
に
基
づ
く
新
た
な
財

政
状
況
の
考
え
方
と
し
て
自

治
体
が
抱
え
る
全
て
の
財
政

状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
基
本
と
な
る
。
そ
れ
に
よ

り
、
今
ま
で
明
ら
か
に
な
っ

て
い
な
か
っ
た
債
務
が
明
確

と
な
り
一
般
会
計
は
健
全
で

あ
っ
て
も
、
そ
の
他
の
会
計

が
赤
字
で
あ
れ
ば
解
決
策
を

求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

そ
の
た
め
、
単
年
度
収
支
を

合
わ
せ
る
と
い
う
こ
と
だ
け

で
は
解
決
し
な
い
ケ
ー
ス
が

数
多
く
考
え
ら
れ
、
組
合
と

し
て
当
局
に
対
し
具
体
的
に

対
策
を
求
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
だ
。

新
法
は
０８
年
度
決
算
か
ら

今
回
の
新
法
に
よ
る
団
体

の
指
定
は
「
０８
年
度
決
算
」

に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
こ
と

と
な
る
た
め
、「
０８
年
度
予

算
」
の
策
定
は
重
要
な
内
容

と
な
り
、
予
算
策
定
の
中
で

財
政
状
況
を
理
由
に
賃
金
合

理
化
等
が
提
案
さ
れ
る
自
治

体
が
多
数
出
現
す
る
可
能
性

が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

取
り
組
み
強
化
で
課
題
解
決

そ
の
合
理
化
に
対
す
る
組

合
と
し
て
の
姿
勢
と
し
て

「
将
来
的
な
財
政
状
況
の
推

計
と
合
理
化
案
削
減
額
に
対

す
る
根
拠
」を
明
確
に
さ
せ
、

「
労
使
合
意
が
基
本
で
あ
る
」

こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
重

要
と
な
る
が
、今
ま
で
の
取

り
組
み
の
強
化
で
現
在
の
課

題
が
解
決
で
き
る
の
か
、
こ

れ
か
ら
の
運
動
の
方
向
性
を

ど
う
し
て
行
く
の
か
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

道
本
部
は
、
自
治
体
財
政

対
策
委
員
会
を
設
置
し
、
２

月
４
日
の
中
央
委
員
会
に
向

け
て
取
り
組
み
方
針
を
提
起

し
て
い
る
。

各
種
春
闘
討
論
集
会
や
、

中
央
委
員
会
で
多
く
の
意
見

を
集
約
し
、
全
体
で
一
歩
前

に
出
る
闘
い
を
つ
く
り
上
げ

て
い
く
。

１２月２７日、連合北海道は夕張市内で「ゆうばり市民・生活サポートセ
ンター」の立ち上げをめざす記者会見を行った。写真左が�柳会長

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
低
下

労
働
条
件
の
切
り
下
げ

財政健全化法 政
権
交
代
の
気
運
が
高
ま
っ
て
い

る
。
世
論
調
査
で
次
期
衆
院
選
は
「
民

主
党
が
勝
っ
て
ほ
し
い
」
と
考
え
て
い

る
人
が
増
え
、
自
民
の
支
持
率
が
低
下

し
て
い
る
。
や
は
り
昨
夏
の
参
院
選
の

結
果
が
一
時
的
な
も
の
で
な
く
、
国
民

の
気
持
ち
そ
の
も
の
だ
っ
た
の
だ
。

石
油
泥
棒
が
増
加
し
て
い
る
と
い

う
。
石
油
タ
ン
ク
に
も
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
？
ち
ょ
っ
と
前
で
は
考
え
ら
れ
な
か

っ
た
こ
と
。
原
油
が
１
バ
ー
レ
ル
、
１

０
０
ド
ル
。
１０
年
前
は
１０
ド
ル
だ
っ
た

と
い
う
か
ら
異
常
な
値
上
が
り
だ
。
ま

だ
ま
だ
冬
本
番
、何
と
か
し
て
ほ
し
い
。

『
ゆ
う
ば
り
市
民
・
生
活
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
』。こ
れ
が
、
連
合

（
夕
張
・
空
知
・
北
海
道
）、労
働

組
合
が
地
域
的
な
取
り
組
み
を
行

う
活
動
の
拠
点
で
あ
る
。

昨
年
１
月
に
連
合
北
海
道
が
支

援
構
想
を
決
定
し
て
以
降
、
具
体

的
な
詰
め
が
遅
れ
た
が
、
何
と
か

１
月
の
発
足
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

『
セ
ン
タ
ー
』
は
、
夕
張
市
が

民
間
委
託
業
務
か
ら
撤
退
し
た
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
を
担
お
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

無
論
、
行
政
の
補
完
を
す
る
も

の
で
は
な
く
、
当
面
、
本
来
業
務

以
外
に
追
わ
れ
て
い
る
市
職
員
が

行
政
に
専
念
で
き
る
職
場
環
境
の

確
保
と
、
多
少
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
制
約
は
あ
っ
て
も
自
立
で
き
る

市
民
生
活
の
方
向
性
を
見
出
せ
る

た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
模
索
し

て
い
く
こ
と
と
な
る
。

連
合
北
海
道
は
、
５
年
間
有
限

の
夕
張
支
援
に
あ
た
り
、
そ
の
財

源
と
し
て
、
連
合
本
部
の
支
援
で

各
構
成
組
織
に
よ
る
カ
ン
パ
活
動

を
行
う
こ
と
と
し
た
。

『
な
ぜ
今
な
の
か
』『
な
ぜ
夕
張

だ
け
な
の
か
』
に
つ
い
て
で
あ
る

が
…
夕
張
が
再
建
の
道
を
歩
み
始

め
、
混
乱
の
中
で
『
今
』
何
が
必

要
な
の
か
に
つ
い
て
、
よ
う
や
く

目
鼻
が
つ
い
て
き
た
か
ら
だ
。

現
実
に
再
建
団
体
に
指
定
さ
れ

た
『
象
徴
夕
張
』
で
、
労
働
組
合

と
し
て
、
地
域
の
自
立
に
向
け
て

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
役
割
が
果

た
せ
る
の
か
を
実
践
す
る
…
と
い

う
趣
旨
で
取
り
組
む
。

自
治
労
の
支
援
を
あ
ら
た
め
て

要
請
す
る
。

活
動
の
拠
点

「
ゆ
う
ば
り
市
民
・
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

連
合
北
海
道
会
長

�
柳

薫

朔 風

JICHIRO スケジュール

２００８年１月

１７日�木 第１回組織強化委員会（札幌市）

１９日�土 青年部春闘討論集会（～２０日、札幌市）

２２日�火 道本部第９回執行委員会（札幌市）

２６日�土 道本部第７回福祉集会（札幌市）

２９日�火 道本部拡大闘争委員会（札幌市）

３０日�水 地公三者山場・２時間スト

３１日�木 自治労本部第１３５回中央委員会（東京都）

２００８年２月

４日�月 道本部第１０７回中央委員会（札幌市）

北海道市町村職員福祉協会の

団体ゴルファー保険
〈ゴルフ特約等付帯 賠償責任保険〉

ホホーールルイインンワワンン・・アアルルババトトロロスス
費費用用担担保保特特約約付付

全日本自治団体労働組合
北海道本部

〒０６０―０８０６ 札幌市北区
北６西７北海道自治労会館
電 話 ０１１―７４７―３２１１
ＦＡＸ ０１１―７００―２０５３
編集・発行 谷川 広美

３月２１日まで受付中

◆パンフレットのご請求・お問い合わせは…

北海道ポールスターサービス�株保険部
〒０６０―０００４

札幌市中央区北４条西６丁目１毎日札幌会館９Ｆ

ＴＥＬ（０１１）２５１―０４６０ ＦＡＸ（０１１）２５１―０４６３

●引受保険会社：�損害保険ジャパン 札幌支店 営業課

●推薦団体

自治労北海道本部・北海道市町村職員共済組合

�北海道市町村職員福祉協会・北海道市町村職員年金者連盟

ゴルフシーズンは『安心の確保』から始まります！
万一の賠償事故やプレーヤーご自身のケガ、大切なゴルフ

用品の盗難などゴルフにも思わぬ危険がいっぱいです。団体

ゴルファー保険のワイドな補償で安心ゴルフをお楽しみくだ

さい。

もちろん、ホールインワン・アルバトロス達成時の祝賀費

用もセットされています。

しかも、保険料は団体割引適用で３０％オフと大変割安で

す。

●保険料（１年間）：３千円、４千円、５千円、６千円、１

万円の５タイプをご用意。

●申込締切日：平成２０年３月２１日�
※締切日以降のお申込はお取扱いできません。

●保険期間：平成２０年４月１日�から１年間

※この保険に加入できる方は�北海道市町村職員福祉協会

の会員とそのご家族です。

市町村共済加入自治体職員

ゴルファー保険

私の視点

Photo news

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用出来ない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。その際は著作権者、または、出版社まで御連絡ください。

２００８年１月１１日（昭和２８年１２月１２日
第３種郵便物認可）jichiro-hokkaido.gr.jp自 治 労 北 海 道（毎月 １日・１１日・２１日発行、定価 １部 ６円

組合員の購読料は組合費の中に含まれています）��� 第１９４１号
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職職
場場
だだ
よよ
りり

職
員
の
ス
ト
レ
ス
解
消
を
考
え
る

【
恵
庭
市
職
労
】
恵
庭
市
で

は
、
平
成
１８
年
（
２
０
０
６

年
）
度
よ
り
、
職
員
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
自
主
研
修
事
業
と

し
て
、「
情
報
紙
り
ふ
れ
」
に

職
員
の
気
分
転
換
方
法
（
趣

味
）
の
紹
介
を
掲
載
し
、
定

期
的
に
市
役
所
内
で
の
パ
ソ

コ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
掲
載

し
て
い
る
。

会
を
立
ち
上
げ
た
の
は
、

市
職
労
の
元
副
委
員
長
・
村

本
哲
治
さ
ん
が
代
表
の
、
高

齢
者
・
精
神
保
健
・
教
育
・

ス
ポ
ー
ツ
各
分
野
所
属
の
４

人
グ
ル
ー
プ
で
、
市
に
自
主

研
修
事
業
と
し
て
認
め
ら
れ

活
動
し
て
い
る
。

こ
の
活
動
の
原
点
に
は
、

職
員
の
数
が
少
な
く
な
り
業

務
の
負
担
が
多
く
な
る
一
方

で
職
場
環
境
の
悪
化
、
体
調

を
崩
し
休
暇
に
入
る
職
員
、

降
格
希
望
の
職
員
が
後
を
絶

た
な
い
状
況
へ
の
危
機
感

や
、
定
年
退
職
後
に
す
る
こ

と
が
な
く
な
り
認
知
症
予
備

軍
と
な
る
こ
と
へ
の
危
機
感

が
あ
る
。
昨
年
度
は
、
職
員

の
気
分
転
換
・
生
活
力
の
現

状
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
し
、
全
職
員

に
報
告
も
し
て
い
る
。

情
報
紙
の
内
容
は
、
良
い

気
分
転
換
方
法
を
持
つ
職

員
、
配
偶
者
が
書
い
た
文
章

の
紹
介
、
気
分
転
換
に
役
立

つ
情
報
提
供
が
主
で
、
マ
ニ

ア
ッ
ク
な
も
の
か
ら
、
費
用

の
掛
か
ら
な
い
手
軽
な
も

の
、
家
族
で
行
え
る
も
の
ま

で
多
種
に
渡
っ
て
い
る
。
ま

た
、
書
い
て
い
る
年
齢
層
も

幅
広
く
、
書
き
方
、
添
付
写

真
も
原
則
執
筆
者
の
自
由
と

し
て
い
る
。

（
書
記
長
・
嘉
屋

秀
樹
）

だ
か
ら「
政
権
交
代
」

政治は変えられる
第４５回衆議院議員選挙・道本部推せん候補者

近
く
行
わ
れ
る
予
定
の
衆
議
院
選
挙
は
、「
政
権
交
代
」

を
か
け
た
重
大
な
た
た
か
い
だ
。
自
治
労
道
本
部
は
、
私

た
ち
の
代
表
者
と
し
て
１２
人
の
候
補
者
を
推
せ
ん
す
る
。

「
政
権
交
代
」
で
政
治
を
変
え
よ
う
。

地
公
三
者
共
闘
（
全
道

庁
・
北
教
組
・
道

本

部
）

は
、
人
勧
制
度
無
視
の
提
案

を
し
た
９
％
独
自
削

減
継
続
課
題
な
ど

で
、
１
月
３０
日
を
山

場
と
し
て
２
時
間
ス

ト
ラ
イ
キ
を
配
置
し

て
い
る
。
全
道
庁
は

道
当
局
の
経
営
責
任

を
求
め
「
要
求
と
提

言
」
の
提
出
（
１
月

７
日
）
を
は
じ
め
道

民
運
動
な
ど
あ
ら
ゆ
る
行
動

を
展
開
し
て
い
る
が
、
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
だ
。

総合研究室発
例
年
実
施
し
て
い
る
春
闘

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
が
ま

と
ま
っ
た
、
３
回
に
わ
た
っ

て
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収
率
は

５５
・
０
％（
昨
年
比
で
１
・

９
％
増
）。春
闘
の
取
り
組
み

に
対
す
る
記
述
提
案
も
２
３

９
０
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
。

こ
の
報
告
書
は
、
道
本
部
春

闘
討
論
集
会
で
配
布
し
、
各

単
組
に
送
付
す
る
。

調
査
結
果
の
特
徴
的
な
点

を
項
目
的
に
ま
と
め
た
。

�
「
生
活
苦
」
を
訴
え
る
組

合
員
が
逓
増
し
続
け
て
い

る
。
今
回
は
「
生
活
が
苦
し

く
な
っ
た
」
が
７３
％
に
も
達

し
た
。
ほ
ぼ
１０
年
前
の
１
９

９
６
年
調
査
で
は
３９
％
で
あ

っ
た
か
ら
、
そ
の
後
さ
ら
に

組
合
員
の
３
分
の
１
が
生
活

苦
を
訴
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
と
く
に
全
道
庁
組
合
員

で
は
８５
％
に
も
な
っ
て
い

る
。

�
生
活
悪
化
の
影
響
は
、
ま

ず
「
食
生
活
を
切
り
詰
め

る
」
こ
と
で
カ
バ
ー
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
次
い
で
「
こ

づ
か
い
・
交
際
費
の
減
」、

「
趣
味
・
レ
ジ
ャ
ー
の
減
」

に
影
響
が
出
て
い
る
。
こ
こ

で
も
全
道
庁
組
合
員
の
５
割

が
「
食
生
活
を
切
り
詰
め
」

生
活
し
て
い
る
の
が
特
徴
的

だ
。

�
家
計
の
収
支
（
赤
字
に
な

っ

て

い

る
）
は
５６
・
３
％

で
、
昨
年
と
ほ
ぼ
同
様
だ

が
、「
ぎ
り
ぎ
り
の
生
活
だ
」

と
い
う
組
合
員
が
約
３１
％
い

る
。
あ
わ
せ
る
と
８７
％
の
組

合
員
の
家
計
収
支
は
「
赤
字

か
ぎ
り
ぎ
り
の
生
活
」
と
い

う
事
態
に
な
っ
て
い
る
。

�
生
活
で
「
改
善
・
充
実
さ

せ
た
い
も
の
」
は
「
健
康
と

休
養
」「
子
供
の
教
育
」
な
ど

が
相
変
わ
ら
ず
高
い
が
、
昨

年
よ
り
急
増
し
た
の
は
、
や

は
り
「
食
生
活
の
改
善
」（
１０

％
増
）だ
っ
た
。

�
年
休
取
得
・
超
勤
時
間
・

サ
ー
ビ
ス
残
業
の
調
査
で

は
、
こ
の
数
年
、
顕
著
な
変

化
は
見
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ

運
動
課
題
と
し
て
ど
う
具
体

化
で
き
る
か
が
問
わ
れ
て
い

る
。

	
昨
年
に
引
き
続
い
て
調
査

し
た
人
事

評
価
制
度

に
対
す
る

調

査

で

は
、
「
必

要
」
論
が

減
っ
て
ほ

ぼ
二
分
さ

れ
た
。



今
年
の

春
闘
賃
上

げ
要
求
額

調
査
は
、

平
均
値
で

１
万
１
０

０
５
円
。

昨
年
よ
り

５
８
４
円

減
だ
が
、
２
０
０
３
春
闘
調

査
以
降
は
、
ず
っ
と
１
万
１

千
円
前
後
で
固
定
し
て
い

る
。

�
２
０
０
８
春
闘
で
重
点
を

置
く
べ
き
課
題
で
は
、
や
は

り
「
賃
上
げ
要
求
の
闘
い
」

が
今
年
も
６３
％
と
一
番
高

い
。「
独
自
削
減（
賃
金
合
理

化
）に
対
す
る
取
り
組
み
」

は
４５
％
で
、
昨
年
比
で
は
５

％
増
と
な
っ
た
。

今
回
は
、「
生
活
の
変
化
」

に
つ
い
て
の
グ
ラ
フ
の
み
掲

載
す
る
。

１月３０日に２時間スト
２
０
０
８「
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
」か
ら

�１
生
活
は
ギ
リ
ギ
リ

地公三者
─全道庁─要求実現に全力

元副委員長の村元哲治さん

要求を書いたステッカーを張る組合員
（全・日高）

新
年
を
迎
え
、
仲
野
ひ
ろ
子
は
新
た

な
気
持
ち
で
皆
様
の
生
活
の
安
定
に
向

け
て
頑
張
り
ま
す
。
今
年
は
子
年
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
の

年
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

昨
年
の
参
議
院
議
員
選
挙
で
は
皆
様

の
ご
支
援
の
お
か
げ
で
与
野
党
逆
転
を

実
現
で
き
ま
し
た
。し
か
し
、衆
議
院
で

は
与
党
が
３
分
の
２
を
占
め
て
お
り
、

現
在
の
民
意
を
反
映
し
た
も
の
と
は
言

え
ま
せ
ん
。
し
か
も
福
田
内
閣
は
度
重

な
る
失
策
で
国
民
の
信
頼
を
失
い
つ
つ

あ
り
ま
す
。今
こ
そ
、国
民
生
活
を
大
切

に
す
る
民
主
党
の
出
番
で
す
。

私
は
民
主
党
の
一
員
と
し

て
、政
権
交
代
実
現
に
向
け
、早

期
解
散
総
選
挙
を
求
め
て
参
り
ま
す
。

そ
し
て
皆
様
と
と
も
に
、衆
議
院
で
の

過
半
数
獲
得
実
現
の
た
め
に
議
席
を
守

り
、
そ
し
て
民
主
党
へ
の
更
な
る
支
持

の
拡
大
に
向
け
て
戦
っ
て
参
り
ま
す
。

生
活
の
安
定
に
向
け
頑
張
る

突
然
の
道
本
部

執
行
委
員
（
衛
生

医
療
部
担
当
）
要

請
か
ら
、
３
年
と

４
カ
月
の
札
幌
・

単
身
赴
任
生
活
、

そ
の
任
が
解
け
２

月
か
ら
、
病
院
職

場
復
帰
が
目
前
に
迫
っ
て
い

る
。
３
年
前
の
医
療
環
境
を

取
り
巻
く
状
況
は
、
医
師
不

足
は
、
も
ち
ろ
ん
経
営
形
態

の
見
直
し
、
一
部
適
用
か

ら
、
全
部
適
用
云
々
の
状
況

だ
っ
た
。
現
状
は
ど
う
だ
ろ

う
、
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
は
、
経
営
の
効
率

化
、
広
域
連
携
・
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
、
経
営
形
態
の
見
直
し

を
迫
っ
て
い
る
。
財
政
健
全

化
法
に
よ
る
、
病
院
企
業
の

連
結
決
算
の
導
入
等
々
、
な

ぜ
国
は
、
改
革
を
急
ぐ
の
だ

ろ
う
。
国
の
借
金
は
８
０
０

兆
円
に
も
及
び
、
国
の
財
政

が
破
綻
す
る
前
に
と
、
も
が

い
て
い
る
が
、
社
会
保
障
費

の
削
減
は
全
く
お
か
ど
違
い

だ
。
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス

が
音
を
た
て
て
崩
壊
し
て
い

る
、
国
民
は
身
近
な
医
療
・

福
祉
行
政
に
も
っ
と
真
剣
に

疑
問
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
し
、
民
主
党
は
声
を
大

に
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
病
院
職
場

は
、
国
の
政
策
制
度
で
動
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
ど
か

し
さ
が
あ
る
！

（
石
川

彰
）

自治労北海道本部
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話話余余中中忙忙

選
挙
区

候
補
予
定
者

民
主
党

年
齢

該
当
区
・
支
庁

１

横
路

孝
弘

公
認

現

９
期

６６

中
央
・
南
・
西
区

２

三
井
わ
き
お

公
認

現

３
期

６４

北
・
東
区

３

荒
井

聰

公
認

前

４
期

６１

白
石
・
豊
平
・
清
田
区

４

鉢
呂

吉
雄

公
認

現

６
期

５９

手
稲
区
・
後
志
支
庁

５

小
林
千
代
美

公
認

前

１
期

３８

厚
別
区
・
石
狩
支
庁

６

佐
々
木
隆
博

公
認

現

１
期

５８

上
川
支
庁

７

仲
野

博
子

（
自
治
労
組
織
内
候
補
者
）

公
認

現

２
期

４８

釧
路
・
根
室
支
庁

８

逢
坂

誠
二

（
自
治
労
組
織
内
候
補
者
）

公
認

現

１
期

４８

渡
島
・
檜
山
支
庁

９

鳩
山
由
紀
夫

公
認

現

７
期

６０

胆
振
・
日
高
支
庁

１０

小
平

忠
正

公
認

現

６
期

６５

空
知
・
留
萌
支
庁

１１

石
川

知
裕

公
認

現

１
期

３４

十
勝
支
庁

１２

松
木

謙
公

公
認

現

２
期

４８

網
走
・
宗
谷
支
庁

仲野博子
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